
みなさんの暮らしとつながっています。
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令和2年度予算の重要案件を審議！
3月定例会議のポイント!

　３月定例会議では今年度予算が審議されました。限られた財源を使って、この１年間
の浜田市の行政サービスをどのようにしていくのかを決める重要な議案です。市民の関
心が高い歴史文化保存展示施設については、専門家による検討組織を設置して２年をか
けて展示内容などを検討することになりました。弥栄自治区に唯一となった給油所（サー
ビスステーション）の改修工事費を補助する定住対策基金事業は、議会から事業計画の
精査を求め執行保留となりました。旧しまねお魚センターに今年11月リニューアルオー
プンする山陰浜田港公設市場は、指定管理者も決まり工事や維持管理の予算が計上され
ています。総合福祉センター横に機能を拡充して更新する子育て世代包括支援センター
整備事業は、令和４年４月のオープンを目指し今年度は実施設計が行われます。

令和２年度予算をチェック

地方交付税
11,690,000

市税
7,362,226

国庫支出金
4,267,989

県支出金
2,679,085

地方譲与税等　1,824,374

繰入金
2,096,619

地方債
2,933,900

寄附金等　1,130,414
諸収入　917,361 使用料及び手数料　529,466

分担金及び負担金　288,566

歳　入
〔単位：千円〕

歳　出
（目的別）
〔単位：千円〕

民生費
11,171,427

公債費
5,527,176

総務費
4,834,861

衛生費
3,063,029

教育費
3,096,037

土木費
2,858,230

農林水産業費
2,451,993

消防費　1,382,700
商工費　887,900

災害復旧費　90,000
議会費　281,054 予備費　45,000

労働費　30,593

令和２年度一般会計予算

総
額357億2,000万円
前年度比　30億1,000万円（7.8％）減

予算決算委員会で予算案を審査しまし
た。これまでの実績や課題解決の確認
をはじめ、各委員からさまざまな視点
で４日間の審査がされました。

伝統文化継承 関係人口の拡大

日本遺産石見神楽保存・継承支援事業
（事業費：1,600万円）

関係人口創出拡大事業
（事業費：281万円）

石見神楽を保存・継承
する団体に対し、昭和
年間以前から使用して
いる衣装や用具の更
新、新たな演目上演に
必要な用具の新調に要
する経費を助成する。

★
浜田市と縁のある人、思いを寄せる人（関係人口）を
増やし、将来の浜田市への移住や定住につなげる。浜
田応援団は情報の発信と市のPRなどを行い、浜っ子
LINEクラブは若者を中心としたネットワークをつくる。

★
高額な衣装代や用具への助成は市内約50社中にとっ
て朗報。初年度予算1,600万円、１件の上限200万円
で８社中は誰が決定するのか、初年度に予算を多く配
分など議会からは前向きなコメント。今後の保存・継
承に向けた盛り上がりを期待。

市を挙げた取組が必要であり、実施本部の設置など実
施体制を確立する。定住関係人口課を新設。各市人会
や若い人など会員の拡大に期待。

議会注目事業の「概要★」と「着眼点 」
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子育て支援

水産振興

交通費助成

学校教育

子育て支援

通学路安全整備

子育て世代包括支援センター整備事業
（事業費：1,826万円（2年で約2億4千万円））

山陰浜田港公設市場整備事業
（事業費：3億1,627万円）

地域公共交通確保対策事業
（事業費：1億3,262万円）

学校給食費激変緩和対策事業
（事業費：729万円）

乳幼児等健康診査事業
（事業費：1,043万円）

通学路等緊急安全対策事業
（事業費：5,000万円（３年で1億5,000万円））

現施設の老朽化に伴い、市内全域の子育て拠点施設と
して建て替え整備のための実施設計委託料等。（※令
和３年度建設工事、令和４年４月オープンを目指す。）

老朽化した公設水産物仲買売場を今後改修する旧しま
ねお魚センターに移設し、水産業の活性化を図り、漁
港周辺エリアのにぎわい創出につなげる。

70歳以上の方、重度身体・知的障がい及び精神障が
いのある方へ敬労福祉乗車券を販売・交付する。また、
市内高校へ通学する一定額以上の通学定期券購入者に
補助金を交付する。

平成26年４月以降据え置かれている学校給食費が値
上げされることになり、激変緩和措置として値上げ額
の半額を補助し、保護者の負担を軽減する。

乳児健診、１歳６か月児健診、３歳児健診を実施し、
乳幼児の健康問題の早期発見を図る。また、子育て相
談に応じ子どもが健康に育つ支援を行う。

これまで行われてきた学校通学路の安全対策整備につ
いて、令和２年度から３年間で集中的に整備対応する。

★

★

★

★

★

★

鉄骨造か木造かの建物構造の検討、現施設の持つ機能
のさらなる充実、木育を取り入れるなど、特色あるシ
ンボル的施設として、全市からの利用を期待。

指定管理者も決定し、令和２年11月に新施設がオー
プン予定。市民に親しまれる施設になることを期待。

利用実績が増加しており、引き続き利便性の向上につ
ながる手法の検討を求める。今後の適正な公共交通体
制整備のため、他の交通施策とあわせた検討を望む。

１年間限りの緩和措置だが、子育て支援策として恒久
的な給食費の無償化や補助についても、既に実施して
いる他の自治体の取組も研究し、実現に向けた検討に
期待。

出生直後の新生児聴覚検査費用を助成する。また、令
和２年度から、３歳児健診において機器を使用して視
力検査を実施し、より精度の高い検査で弱視の早期発
見等を期待。

これまで小中学校から出てきた通学路の安全対策の要
望は140カ所あり、内84カ所は対応済。残りの要望
箇所と、統廃合の対象校への対応を注視。
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歴
史
文
化
保
存
展
示
施
設
の

整
備
方
針
が
２
月
に
示
さ

れ
、
今
定
例
会
議
で
は
、
展

示
内
容
や
活
用
方
法
に
つ
い

て
専
門
家
に
よ
る
検
討
会
を

設
け
る
た
め
の
予
算
案
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。
同
事
業
を

取
り
下
げ
る
べ
き
と
の
修
正

動
議
が
出
さ
れ
、
議
員
間
で

も
賛
否
が
分
か
れ
る
中
、
６

名
の
議
員
が
本
会
議
で
意
見

を
訴
え
ま
し
た
。
反
対
理
由

に
は
、
予
算
や
場
所
あ
り
き

の
進
め
方
に
な
っ
て
い
な
い

か
と
い
う
指
摘
、
過
疎
債

（
有
利
な
借
入
）
は
他
分
野

へ
充
当
す
べ
き
と
の
意
見
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
賛
成
理

由
に
は
、
歴
史
文
化
の
保

存
・
継
承
や
ふ
る
さ
と
郷
育

の
推
進
に
は
不
可
欠
な
施
設

で
あ
る
、
専
門
家
に
よ
る
整

備
方
針
の
早
期
検
討
を
望
む

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
案
は
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
、
今
後
の
議
論
が
注
目

さ
れ
ま
す
。

弥
栄
町
の
定
住
対
策
基
金
事

業
「
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
維
持
支
援
補
助
金
」
２
８

１
９
万
円
の
予
算
に
つ
い
て

質
疑
が
集
中
し
紛
糾
し
ま
し

た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

●
旭
町
や
金
城
町
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
が
成
り
立
た
な

く
な
っ
た
ら
、
同
じ
よ
う
に

支
援
で
き
る
の
か
？

●
Ｊ
Ａ
に
補
助
金
を
出
し

て
、
人
口
減
少
の
中
、
将
来

的
に
維
持
す
る
こ
と
が
担
保

さ
れ
て
い
る
の
か
？

●
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
設

と
し
て
、
地
域
が
支
え
る
仕

組
み
が
で
き
て
い
る
の
か
？

●
地
域
の
陳
情
が
あ
っ
て
、

そ
の
後
提
案
さ
れ
た
の
で
は

な
く
、
残
っ
て
い
る
地
域
振

興
基
金
を
今
の
う
ち
に
使
お

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

で
は
、
投
資
的
経
費
（
建
設

事
業
、
災
害
復
旧
事
業
）
が

大
幅
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
予
算
で
は
約

59
億
２
８
０
０
万
円
で
あ
っ

た
も
の
が
、
約
33
億
８
６
０

０
万
円
へ
と
42
％
も
の
減

額
。
大
型
事
業
の
七
号
荷
捌

き
所
の
完
成
、
災
害
復
旧
の

終
了
と
減
額
理
由
は
あ
り
ま

し
た
が
、
市
民
生
活
に
密
着

し
た
生
活
道
路
整
備
事
業
、

ふ
る
さ
と
か
い
て
き
道
路
整

備
事
業
は
ほ
ぼ
半
額
。
側
溝

整
備
事
業
は
60
％
減
と
議
員

の
注
目
が
集
ま
り
、
減
額
理

由
、
対
応
策
へ
活
発
な
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

縮
小
さ
れ
た
予
算
枠
内
で
の

事
業
計
画
で
あ
り
、
早
急
な

変
更
は
困
難
で
あ
る
が
、
今

後
の
補
正
予
算
で
、
で
き
る

限
り
の
対
応
を
行
う
と
答
弁

が
さ
れ
ま
し
た
。

問
誰
が
何
を
ど
う
検
討

す
る
の
で
す
か
？

答
メ
ン
バ
ー
の
専
門
家

は
こ
れ
か
ら
選
ば

れ
、「
展
示
」
と
「
活
用
」

の
２
部
会
と
全
体
会
に
お
い

て
検
討
さ
れ
ま
す
。

問
建
設
場
所
は
決
ま
っ

た
の
で
す
か
？

答
ま
だ
議
会
で
審
議
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
専

門
家
検
討
委
員
会
で
は
、
こ

ど
も
美
術
館
に
増
設
す
る
現

在
の
整
備
方
針
を
も
と
に
議

論
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

異
論
が
出
た
場
合
は
変
更
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

問
事
業
計
画
で
は
、
ガ

ソ
リ
ン
価
格
１
５
６

円
／
㍑
、
粗
利
率
12
％
、
１

回
の
給
油
30
㍑
、
年
間
の
客

数
６
８
３
３
人（
23
人
／
日
）

で
試
算
す
る
と
、
13
年
目
か

ら
累
積
の
収
支
が
赤
字
に
な

る
よ
う
で
す
が
、
経
営
は
持

続
可
能
で
す
か
？

答
Ｊ
Ａ
と
の
覚
書
を
締

結
し
、
住
民
の
支
援

組
織
を
結
成
す
る
ま
で
、「
執

行
保
留
」
と
な
り
ま
し
た
。

問
側
溝
整
備
事
業
の
減

額
は
市
民
生
活
へ
ど

ん
な
影
響
を
与
え
る
の
で
す

か
。答

こ
の
事
業
は
、
排
水

が
悪
い
・
ふ
た
が
壊

れ
て
い
る
か
ら
修
繕
し
て
ほ

し
い
な
ど
の
要
望
に
こ
た
え

る
も
の
で
、
予
算
減
額
で
対

応
で
き
る
件
数
が
減
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
建
設
業

者
の
仕
事
が
減
り
従
業
員
数

の
減
少
を
招
き
か
ね
ず
、
災

害
時
の
対
応
や
冬
季
の
除
雪

作
業
の
遅
れ
や
低
下
に
結
び

つ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

歴
史
文
化
保
存
展
示
施
設
、

具
体
内
容
検
討
へ

弥
栄
町
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

存
続
に
２
８
１
９
万
円
補
助
建
設
事
業
費
が
大
幅
減
額

市
民
生
活
へ
の
影
響
は
？

該当のガソリンスタンド

市街地での側溝整備

法律で定められた過疎地域に該当

する市町村に限って発行が認めら

れる地方債。発行額に応じて国か

らの地方交付税が増額されるため、

元利償還の負担が少なく、過疎地

域の貴重な財源となっている。

過疎債とは？

3月定例会議 トピックス
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３月定例会議で賛否が分かれた議案等のみ掲載しております。各議員の賛否や反対理由は、市議会ホームページでご覧ください。
浜田市議会ホームページ→議案等・結果→賛否の公開

陳情４件
陳情名や審査の結果は、市議会ホームページをご覧ください。
浜田市議会ホームページ→請願・陳情・傍聴→請願・陳情の審査結果

市長提出議案40件、議会提出議案１件、修正動議１件

令和2年3月定例会議議案等の賛否（本会議）

議案番号 議　案　名 賛成 反対
議案第９号 浜田市国民健康保険条例の一部を改正する条例について　　　　　　　　反対：田畑、澁谷、西村 20 3

議案第15号 指定管理者の指定について（山陰浜田港公設市場）　　　　　　　　　　　　　　　　 反対：川上 22 1

議案第25号
（修正動議）

令和２年度浜田市一般会計予算（歴史文化保存展示施設専門検討事業の修正案）
賛成：西川、川上、笹田、永見、道下、田畑、西田、澁谷 8 15

議案第25号 令和２年度浜田市一般会計予算
反対：西川、川上、笹田、永見、道下、田畑、西田、澁谷、西村 14 9

議案第26号 令和２年度浜田市国民健康保険特別会計予算　　　　　　　　　　　　　反対：田畑、澁谷、西村 20 3

澁
谷
幹
雄
議
員
と
他
１
名
か

ら
、
一
般
会
計
予
算
案
に
計

上
さ
れ
た
「
歴
史
文
化
保
存

展
示
施
設
専
門
検
討
事
業
」

予
算
の
減
額
を
求
め
る
修
正

動
議
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

理
由
は
、
既
に
７
億
５
千
万

円
の
建
設
費
用
や
展
示
ス

ペ
ー
ス
が
示
さ
れ
て
い
る
の

に
展
示
内
容
と
施
設
活
用
方

法
を
検
討
す
る
の
は
順
序
が

逆
で
あ
る
と
の
主
旨
で
す
。

原
案
に
対
す
る
反
対
討
論

西
川　
真
午

「
歴
史
文
化
保
存
展
示
施
設

専
門
検
討
事
業
」
の
基
と
な

る
整
備
方
針
は
、
施
設
の
規

模
や
設
置
場
所
に
つ
い
て
再

検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ

を
含
む
一
般
会
計
当
初
予
算

に
は
賛
成
で
き
な
い
。

西
村　
　
健

全
体
的
に
市
民
の
負
担
軽
減

の
配
慮
に
欠
け
た
予
算
で
あ

り
、
歴
史
文
化
保
存
展
示
施

設
整
備
事
業
、
弥
栄
サ
ー
ビ

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
維
持
支
援

事
業
は
、
い
っ
た
ん
取
り
下

げ
る
べ
き
。

修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

川
上　
幾
雄

「
歴
史
文
化
保
存
展
示
専
門

検
討
業
務
」
は
、
背
後
に
高

額
な
建
設
予
算
を
抱
え
た
新

た
な
事
業
と
し
て
提
出
さ
れ

た
。
修
正
し
除
か
な
け
れ
ば

将
来
負
担
が
増
加
す
る
か
ら

修
正
動
議
に
賛
成
す
る
。

修
正
案
に
対
す
る
反
対
討
論

布
施　
賢
司

前
議
会
で
検
討
組
織
の
検
討

結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
専
門

家
と
の
協
議
（
詳
細
な
設
計

協
議
及
び
活
用
協
議
）
を
す

る
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
運

営
す
る
た
め
の
事
業
予
算
化

は
、
認
め
る
べ
き
だ
。

芦
谷　
英
夫

浜
田
の
歴
史
文
化
を
学
び
市

民
や
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る

さ
と
浜
田
へ
の
愛
着
を
深
め

る
よ
う
、
そ
の
こ
と
を
伝
え

る
拠
点
が
必
要
。
今
こ
そ
歴

史
文
化
保
存
展
示
施
設
を
整

備
す
べ
き
と
き
で
あ
る
。

反
対　
　
　
　

澁
谷　
幹
雄

値
上
げ
で
年
間
99
万
円
の
保

険
料
を
支
払
う
63
世
帯
の
浜

田
市
民
は
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
矛
盾
の
犠
牲
者
で
あ

り
、
法
定
外
繰
入
を
行
い
、

負
担
軽
減
す
べ
き
だ
。

反
対　
　
　
　

西
村　
　
健

保
険
料
賦
課
限
度
額
は
、
既

に
加
入
者
の
負
担
能
力
の
限

界
を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
以

上
の
限
度
額
の
引
き
上
げ

は
、
国
・
地
方
自
治
体
の
責

任
放
棄
で
あ
る
。

反
対　
　
　
　

西
村　
　
健

議
案
第
９
号
の
理
由
に
加

え
、
基
金
の
繰
入
れ
を
せ
ず

保
険
料
率
を
下
げ
ら
れ
る
条

件
下
で
も
、
執
行
部
に
は
料

率
を
下
げ
る
意
思
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
た
め
。

議案に対して討論を行いました

議
案
第
25
号

「
令
和
２
年
度
浜
田
市
一
般
会
計
予
算
」

議
案
第
９
号

「
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
」

議
案
第
26
号

「
令
和
２
年
度
浜
田
市

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
」

討論とは、会議最終日の表決前に、議案等への賛成・反対意見を表明することです。



06令和２年５月号

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
を

生
み
育
て
る
力
を
養
う

私
た
ち
は
、「
自
ら
が
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
コ
ト
を
生
み
育
て
る

力
」
と
「
人
と
の
つ
な
が
り
」

を
育
む
政
策
づ
く
り
を
理
念

に
掲
げ
活
動
す
る
。

▼
一
次
産
業
の
振
興

質
問
昨
年
は
浜
田
漁
港
の

水
揚
量
・
水
揚
高
と
も
過
去

最
低
。
環
境
変
化
だ
け
で
な

く
後
継
者
問
題
等
も
含
め
課

題
が
多
岐
に
渡
る
が
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
か
。

産
業
経
済
部
長
稚
魚
や
稚

貝
の
放
流
、
外
来
船
の
入
港

促
進
、
新
船
建
造
支
援
、
陸

上
養
殖
の
検
討
な
ど
、
県
な

ど
と
連
携
し
取
組
む
。
新
規

学
卒
者
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

受
け
入
れ
支
援
は
制
度
活
用

を
促
す
。
ま
た
、
こ
の
度
策

定
し
た
、
浜
田
漁
港
周
辺
エ

リ
ア
の
活
性
化
計
画
に
基
づ

い
て
、
関
係
者
一
丸
で
活
性

化
を
推
進
す
る
。

▼
地
域
活
動
の
基
盤
整
備

質
問
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に
よ
る
、

地
域
政
策
部
へ
の
所
管
移
管

が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
公

民
館
活
動
の
ベ
ー
ス
に
あ
る

社
会
教
育
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
の
継
続
的

な
関
わ
り
も
重
要
。
ど
の
よ

う
に
業
務
を
遂
行
す
る
か
。

地
域
政
策
部
長
市
長
部
局

と
教
育
委
員
会
が
互
い
に
理

解
し
合
う
こ
と
が
重
要
。
加

え
て
、
実
践
体
制
を
含
め
た

仕
組
み
と
し
て
、
社
会
教
育

の
担
保
を
考
え
て
い
く
。

▼
歴
史
文
化
保
存
展
示
施
設

質
問
市
民
へ
の
説
明
及
び

理
解
は
十
分
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
認
識
か
。

市
長
先
般
の
説
明
会
は
全

体
で
１
２
６
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。
検
討
委
員
会
を
経

て
、
地
域
協
議
会
正
副
会
長

会
議
で
の
説
明
、
担
当
部
長

に
よ
る
各
地
域
協
議
会
へ
の

説
明
、
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ

ジ
ョ
ン
の
番
組
「
扉
を
開
け

て
」
で
も
説
明
を
行
っ
て
き

た
。
よ
く
わ
か
っ
た
と
い
う

お
声
も
頂
戴
し
て
い
る
。
一

定
の
ご
理
解
は
頂
戴
し
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

▼�

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
考

え
方

質
問
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
考
え
方
を
改
め
て
問
う
。

市
長

一
番
重
要
な
の
は

人
。
ま
ち
づ
く
り
に
熱
意
を

持
っ
て
取
組
む
人
々
、
地
域

を
引
っ
張
っ
て
行
く
人
々
を

育
て
て
行
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

山
水
海

串く
し

﨑ざ
き

利と
し

行ゆ
き

・
飛と

び

野の

弘こ
う

二じ

市市政政をを問問うう ５会派が会派代表質問
16名が個人一般質問

市長の施政方針（※１）やその他の行政委
員会に対する基本的な方針（例：教育方針）、
方向性について、会派（※２）として質問し
ます。
持ち時間は、会派の人数によって、30～60
分あります（答弁を含めない）。

※１　施政方針…�市長の今後１年間の基本方針や
政策の姿勢を示したもの。

※２　会派…�政策を中心として理念を共有する２
人以上の議員で構成される。

各議員が市民の代表として、市長などに、
事務の執行状況や将来の方針などについて、
所信や疑問をただすことです。
質問時間は一人当たり30分です（※答弁を
含めて１時間15分で終了）。

会派代表質問とは 個人一般質問とは

詳しい内容や会派の構成等は市議会ホー
ムぺージでご覧ください。

第2次浜田市総合振興計画を
参考に会派で作成した指標

QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。
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会 派 代 表 質 問

人
の
世
を
長
閑
に
し
、
人
の
心
を

豊
か
に
す
る
芸
術
振
興
は
？

理
想
の
ま
ち
づ
く
り
に
は

協
働
の
意
識
が
大
切
だ

創
風
会

澁し
ぶ

谷た
に

幹み
き

雄お

未

来

岡お
か

本も
と

正ま
さ

友と
も

質
問

開
府
４
０
０
年
の
年

だ
の
に
、世
界
こ
ど
も
美
術
館

と
石
正
美
術
館
に
日
展
や
院
展

二
科
展
な
ど
の
展
覧
会
、石
央

文
化
ホ
ー
ル
に
、日
本
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
や
Ｎ
Ｈ

Ｋ
交
響
楽
団
の
演
奏
会
、能
狂

言
浄
瑠
璃
歌
舞
伎
な
ど
の
記

念
公
演
会
の
開
催
が
な
か
っ
た
。

浜
田
市
の
芸
術
振
興
と
は
？

教
育
長

芸
術
振
興
の
重
要

性
は
理
解
し
て
い
る
。

質
問

教
育
長
、あ
な
た
は

言
葉
で
は
芸
術
振
興
を
口
に

す
る
が
、そ
れ
な
ら
な
ぜ
、石

央
文
化
ホ
ー
ル
と
美
術
館
の

予
算
を
減
ら
す
の
か
？

教
育
長

学
校
現
場
に
予
算

投
入
し
て
い
る
か
ら
だ
。

質
問
若
き
環
境
活
動
家
グ

レ
タ・ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
の

問
題
提
起
に
対
し
羞
恥
を
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
。他
の
自
治

体
を
凌
駕
す
る
環
境
問
題
へ

の
取
組
は
何
な
の
か
？

市
長

ご
み
処
理
対
策
や
環

境
美
化
に
取
組
ん
で
い
る
。

質
問
「
人
口
減
少
が
浜
田

市
の
最
大
の
課
題
」と
言
い
な

質
問
定
住
施
策
と
し
て
ふ

る
さ
と
浜
田
が
好
き
に
な
る

環
境
整
備
の
取
組
を
問
う
。

市
長
少
子
化
対
策
で
最
も

大
き
な
課
題
は
若
い
人
の
定

住
と
考
え
る
。働
く
場
の
確

保
や
子
育
て
、教
育
面
な
ど
、

若
者
が
暮
ら
し
や
す
く
浜
田

が
好
き
に
な
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
。理
想
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
、市
民
の
皆
さ
ん

と
の
協
働
意
識
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。

質
問
消
防
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
は
様
々
な
災
害
に
対

応
で
き
る
消
防
職
員
の
ス
キ

ル
を
上
げ
る
訓
練
は
重
要
で

あ
る
。水
難
や
水
害
救
助
、転

が
ら
就
任
か
ら
６
年
、こ
の
間

に
市
長
は
２
千
億
円
以
上
の

税
金
を
執
行
し
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
人
口
減
少
対
策
の
成
果

が
出
て
い
な
の
か
？
社
会
動

態
の
人
口
減
少
も
プ
ラ
ス
に

な
ら
ず
、本
年
度
は
出
生
数
も

３
５
０
人
を
割
り
そ
う
だ
。市

民
の
可
処
分
所
得
は
減
り
、企

業
業
績
も
回
復
せ
ず
、税
収

も
減
る
ば
か
り
だ
。真
の
創
造

は
模
倣
か
ら
始
ま
る
と
言
う
。

な
ぜ
、全
国
の
自
治
体
の
成

功
事
例
を
取
り
入
れ
よ
う
と

し
な
い
の
か
。財
源
は
十
分
あ

る
。す
で
に
退
職
し
た
財
務
部

長
の
英
断
と
偉
大
な
功
績
に

よ
っ
て
、日
本
全
国
の
自
治
体

の
中
で
素
早
い
対
応
を
行
っ

た
こ
と
で
、全
国
か
ら
い
た
だ

い
て
い
る
ふ
る
さ
と
寄
附
が
。

な
ぜ
、ふ
る
さ
と
寄
附
を
使
っ

て
、子
育
て
支
援
を
進
め
な
い

の
か
？
例
え
ば
、18
歳
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
は

す
ぐ
に
で
き
る
の
で
は
な
い

か
？

市
長
多
大
な
財
源
が
い
る
。

質
問
現
在
の
学
校
で
は
、授

落
や
生
き
埋
め
救
助
、防
疫
・

危
険
鳥
獣
対
応
な
ど
安
全
な

装
備
や
工
具
の
充
実
に
向
け

た
整
備
を
問
う
。

市
長
様
々
な
災
害
に
対
応

す
る
た
め
専
門
的
な
資
機
材

の
取
扱
や
、多
岐
に
わ
た
る

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。専

門
的
知
識
や
装
備
は
、関
係

機
関
と
協
力
し
対
応
し
て
い

る
。今
後
、安
全
装
備
を
含
め

必
要
な
装
備
や
工
具
は
、計

画
的
に
整
備
し
て
い
く
。

質
問

消
防
団
員
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
で
著
し
く
耐
用
年
数

を
超
え
た
も
の
が
あ
る
が
、

そ
の
認
識
と
今
後
の
対
応

は
。

業
に
つ
い
て
い
け
な
い
児
童
、

多
動
傾
向
に
あ
る
児
童
、登
校

し
に
く
い
児
童
が
増
加
。カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
多
さ
が
児
童
と

直
接
触
れ
合
う
時
間
を
減
少

さ
せ
、教
職
員
が
児
童
に
目
を

向
け
児
童
と
向
き
合
お
う
と

す
れ
ば
、ど
う
し
て
も
課
外
で

の
書
類
作
成
の
た
め
に
残
業

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。教
職

員
の
過
重
労
働
解
消
に
は
、授

業
改
善
に
役
立
つ
職
員
の
再

配
置
と
加
配
が
必
要
で
は
？

教
育
長
教
職
員
定
数
改
善

を
、国
に
要
望
し
て
い
る
。　

質
問

シ
ン
グ
ル
ペ
ア
レ
ン

ト
事
業
を
進
め
る
こ
と
で
、浜

田
在
住
の
シ
ン
グ
ル
ペ
ア
レ

ン
ト
が
、待
遇
の
格
差
に
驚
い

て
浜
田
を
出
て
い
く
人
が
あ

る
と
聞
く
。そ
の
人
数
を
つ
か

ん
で
い
る
の
か
？

市
長
つ
か
ん
で
い
な
い
。

質
問

市
長
公
約
の
水
揚
げ

高
１
０
０
億
円
に
向
け
挽
回

す
る
戦
略
は
あ
る
の
か
？

市
長

全
国
的
に
不
漁
だ
。

陸
上
養
殖
稚
魚
放
流
や
外
来

船
入
港
促
進
な
ど
に
取
組
む
。

市
長
こ
れ
ま
で
５
９
０
個

を
更
新
。今
後
も
年
間
１
３
０

個
を
目
安
に
更
新
す
る
。

質
問
消
防
団
員
の
定
数
充

足
は
大
き
な
課
題
だ
。神
楽

社
中
に
は
多
数
の
消
防
団
員

が
所
属
し
て
い
る
。社
中
や

所
属
企
業
へ
の
表
彰
や
特
典

制
度
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

市
長

神
楽
を
通
じ
、若
者

が
消
防
団
活
動
を
行
う
こ
と

は
地
域
の
活
性
化
や
防
災
力

の
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る
。表
彰
制
度
は
既
存

の
消
防
団
協
力
事
業
所
な
ど

適
応
で
き
な
い
か
関
係
者
の

意
見
を
聞
い
て
い
く
。

定住への情報提供
（市のホームページより）

消防スキルアップ訓練

神楽を舞う消防団員

QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。
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差
別
さ
れ
な
い
社
会
実
現
の
た
め

幼
少
期
か
ら
心
の
教
育
を

人
口
が
減
少
し
て
も
み
ん
な
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

質
問
開
府
４
０
０
年
記
念

事
業
の
イ
ベ
ン
ト
を
、今
後

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か

問
う
。　

市
長
全
国
か
ら
浜
田
藩
ゆ

か
り
の
皆
さ
ん
に
来
て
い
た

だ
い
た
。さ
ら
に
、「
全
国
の

浜
田
さ
ん
、い
ら
っ
し
ゃ
い

事
業
」で
は
、３
５
０
人
の
申

請
が
あ
り
新
た
な
ご
縁
を
築

け
た
。今
後
は
特
別
住
民
票

の
活
用
や
、郵
便
や
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
で
情
報
発
信
を
行

い
、ご
縁
を
つ
な
い
で
い
く
。

質
問
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
は
情
報
共
有

の
役
割
が
あ
る
。子
育
て
の

一
般
的
な
情
報
は
他
の
サ
イ

ト
で
見
ら
れ
る
が
、浜
田
市

の
子
育
て
情
報
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
提
供
す
る
た
め
に
、

子
育
て
ア
プ
リ
は
必
要
と
考

え
る
。今
後
の
対
応
を
問
う
。

市
長

子
育
て
ア
プ
リ
は
、

迅
速
な
情
報
収
集
、成
長
記

録
や
妊
娠
・
子
育
て
の
知
識

習
得
な
ど
に
役
立
つ
反
面
、

質
問
人
口
減
少
は
政
治
の

責
任
と
も
言
わ
れ
る
。か
つ

て
は
み
ん
な
が
普
通
に
暮
ら

せ
た
我
が
町
で
暮
ら
せ
な
く

な
っ
た
原
因
と
国
の
地
方
創

生
に
対
す
る
評
価
を
問
う
。

市
長
高
度
経
済
成
長
期
を

境
に
地
方
か
ら
大
都
市
に
人

口
が
流
出
し
若
者
の
都
会
志

向
が
続
い
て
い
る
。国
の
地

方
創
生
に
つ
い
て
は
、「
地
方

へ
の
人
の
流
れ
」、「
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
」施
策
の
効
果
が

現
れ
て
い
な
い
。 

質
問
基
幹
産
業
が
少
な
い

浜
田
市
に
と
っ
て
、小
さ
な

政
府
論
の
名
の
下
に
進
め
ら

れ
た
国
営
、公
営
事
業
体
等

の
民
営
化
の
影
響
が
大
き

く
、地
方
衰
退
を
招
い
た
要

素
と
し
て
の
認
識
を
問
う
。

市
長

国
鉄
な
ど
三
公
社
、

郵
政
の
民
営
化
が
行
わ
れ

た
。赤
字
体
質
の
改
善
、サ
ー

ビ
ス
向
上
で
一
定
の
効
果
は

あ
っ
た
が
、拠
点
の
縮
小
・
廃

止
で
地
方
都
市
の
衰
退
の
一

「
ス
マ
ホ
依
存
」を
助
長
す
る

懸
念
が
あ
る
。総
合
的
に
検

討
し
て
い
く
。

質
問
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
子
育
て
と

教
育
の
相
談
を
１
カ
所
で
で

き
る
よ
う
、学
校
教
育
経
験

者
の
配
置
が
必
要
と
考
え
る

が
対
応
を
問
う
。

教
育
長
セ
ン
タ
ー
は
総
合

的
な
相
談
支
援
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
拠
点
で
あ
る
。専
門

家
の
配
置
に
よ
る
相
談
機
能

充
実
は
重
要
と
認
識
し
て
い

る
が
、当
面
は
、相
談
に
応
じ

て
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
こ
と

が
で
き
る
職
員
配
置
を
行

う
。

質
問
市
民
の
健
康
を
守
る

観
点
か
ら
、ま
ず
は
市
役
所

敷
地
内
で
の
全
面
禁
煙
に
対

す
る
取
組
を
問
う
。

市
長

昨
年
７
月
か
ら
、来

庁
者
を
考
慮
し
て
敷
地
内
に

屋
外
喫
煙
所
を
設
け
、受
動

喫
煙
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

喫
煙
者
の
状
況
を
考
慮
し
な

因
に
も
な
っ
た
。

質
問

非
正
規
労
働
者
は

38
・
４
％
、収
入
の
低
い
人
ほ

ど
非
婚
率
は
高
い
。働
く
人

の
賃
金
水
準
引
き
上
げ
な
し

に
は
地
域
の
活
力
を
取
り
戻

す
こ
と
も
人
口
減
少
の
抑
制

も
難
し
い
。必
要
な
支
援
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
最
低
賃
金
に
つ
い
て

国
は「
年
率
３
％
程
度
を
目

途
に
全
国
加
重
平
均
が
千
円

を
目
指
す
」と
掲
げ
て
い
る
。

市
独
自
の
支
援
策
は
難
し
く

国
の
動
向
等
を
注
視
し
た

い
。

質
問
就
職
氷
河
期
世
代
の

雇
用
不
安
は
深
刻
で
あ
る
。

浜
田
市
も
１
人
で
も
職
員
を

採
用
し
、寄
り
添
う
姿
勢
を

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
来
年
度
実
施
す
る
職

員
採
用
試
験
に
お
い
て
、就

職
氷
河
期
世
代
の
支
援
を
考

慮
し
、社
会
人
経
験
者
枠
の

上
限
年
齢
を
40
歳
ま
で
引
き

上
げ
た
。

が
ら
、将
来
的
に
は
敷
地
内

全
面
禁
煙
の
方
向
で
取
組
ん

で
い
く
。

質
問

性
の
多
様
性
を
含

め
、い
じ
め
ら
れ
な
い
、差
別

さ
れ
な
い
社
会
の
実
現
に

は
、幼
少
期
か
ら
の
心
の
教

育
が
重
要
と
考
え
る
。Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
や
障
が
い
な
ど
に
つ
い

て
正
し
く
知
り
、多
様
性
を

認
め
る
教
育
を
ど
う
進
め
る

の
か
問
う
。

教
育
長
現
代
社
会
は
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、国
籍
や
民

族
の
違
い
、多
様
な
家
族
の

あ
り
方
な
ど
、様
々
な
価
値

観
が
あ
る
。正
し
い
知
識
の

不
足
に
よ
る
偏
見
や
い
じ
め

を
な
く
す
た
め
、学
校
等
と

も
連
携
し
、発
達
段
階
に
応

じ
た
理
解
力
の
育
成
に
努
め

る
。

質
問
ふ
る
さ
と
郷
育
と
い

う
枠
で
は
な
く
、国
連
が
示

す「
誰
も
置
き
去
り
に
し
な

い
」普
遍
的
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）の
世
界
的
視
野
で
考

え
行
動
で
き
る
人
材
を
育
て

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
ふ
る
さ
と
に
愛
着

と
誇
り
を
持
ち
、地
域
に
貢

献
し
支
え
る
次
世
代
の
育
成

を
目
指
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
と
相
反
す
る
も
の
で
は
な

く
、持
続
可
能
な
社
会
構
築

と
い
う
観
点
で
目
指
す
も
の

は
同
じ
と
考
え
る
。 

質
問
市
民
生
活
は
平
和
が

大
前
提
で
あ
る
が
、浜
田
市

民
憲
章
に「
平
和
」の
二
文
字

が
な
く
な
っ
て
い
る
。子
ど

も
た
ち
へ
の
平
和
教
育
に
も

影
響
す
る
の
で
は
。

市
長
恒
久
平
和
は
人
類
共

通
の
願
い
。一
人
ひ
と
り
の

意
識
が
大
切
。核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
宣
言
を
踏
ま
え
学

校
教
育
の
ほ
か
、地
道
な
活

動
に
取
組
ん
で
い
る
。

会 派 代 表 質 問

公
明
ク
ラ
ブ

柳な
ぎ

　
楽ら

　
真ま

智ち

子こ

超
党
は
ま
だ

小お

川が
わ

稔と
し

宏ひ
ろ

QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。
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▼
ま
ち
の
将
来
像
に
つ
い
て

質
問
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
明
確
に
伝
え
る
た
め

に
は
、
象
徴
的
な
核
と
な
る

事
業
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

地
域
政
策
部
長
共
感
し
て

も
ら
え
る
事
業
を
考
え
る
。

▼
関
係
人
口
に
つ
い
て

質
問
市
外
に
住
み
な
が
ら

も
浜
田
に
関
わ
ろ
う
と
い
う

意
思
を
持
っ
て
い
る
方
々
が

お
ら
れ
る
。
人
口
減
少
地
域

で
の
活
動
量
担
保
の
鍵
。
浜

田
各
地
の
課
題
や
要
望
を
ど

う
伝
え
、
関
係
性
を
構
築
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

地
域
政
策
部
長
ま
ず
は
地

域
の
状
況
把
握
に
努
め
、
出

身
者
会
な
ど
を
中
心
に
、
セ

ミ
ナ
ー
や
ツ
ア
ー
な
ど
を
通

じ
て
情
報
提
供
す
る
。
対
面

だ
け
で
な
く
、
ウ
ェ
ブ
も
活

用
し
て
い
き
た
い
。

▼�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
コ
ミ
セ
ン
）
化
に
向
け
て

質
問
公
民
館
が
持
つ
社
会

質
問

施
設
の
規
模
に
つ
い

て
、（
仮
称
）
浜
田
歴
史
資

料
館
検
討
会
で
議
論
さ
れ
ず
、

３
年
前
の
案
と
同
じ
だ
が
。

教
育
部
長
専
門
家
に
よ
る

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
検

討
し
て
い
く
。

質
問
こ
ど
も
美
術
館
と
の

複
合
化
は
、
必
要
な
機
能
か

ら
の
検
討
で
は
な
く
、
整
備

費
・
運
営
費
が
安
価
で
選
択

さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

教
育
部
長
確
か
に
そ
う
だ

が
、
こ
ど
も
美
術
館
の
学
芸

員
に
よ
る
子
ど
も
に
分
か
り

や
す
い
展
示
な
ど
も
で
き
、

運
営
面
で
機
能
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

質
問
機
能
面
か
ら
考
え
る

と
、
最
適
な
設
置
場
所
は
こ

ど
も
美
術
館
で
は
な
く
中
央

図
書
館
の
隣
接
地
で
は
。

教
育
部
長
こ
れ
ま
で
も
図

書
館
隣
接
の
意
見
も
あ
っ
た

が
、
今
回
は
整
備
費
・
運
営

費
の
面
で
、
こ
ど
も
美
術
館

質
問
全
国
的
に
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
市
と
し
て
の

認
識
は
？

地
域
政
策
部
長
地
域
を
支

え
る
担
い
手
不
足
、
つ
な
が

り
の
希
薄
化
、
町
内
会
や
集

落
と
い
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
力
は
徐
々
に
低
下

し
て
お
り
、
対
策
が
必
要
だ
。

質
問
具
体
的
な
対
策
は
？

地
域
政
策
部
長
人
口
減
少

対
策
と
し
て
若
者
の
定
住
の

た
め
、
職
場
の
確
保
。
意
識

の
醸
成
を
図
る
た
め
、
社
会

教
育
の
充
実
。
今
後
、
設
置

予
定
の
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に
よ
る
地

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

へ
の
活
動
支
援
や
設
立
強
化

な
ど
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問
意
識
の
醸
成
へ
の
具

体
的
な
取
組
と
は
？

地
域
政
策
部
長
先
進
事
例

の
紹
介
な
ど
を
交
え
た
ま
ち

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。

教
育
活
動
の
拠
点
機
能
の
担

保
に
は
、
仕
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
。
ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
と
い
う
市
長
の
理

念
に
沿
え
ば
、
社
会
教
育
事

業
費
を
減
ら
す
こ
と
に
は
至

ら
な
い
。
拡
充
を
求
め
る
。

地
域
政
策
部
長
コ
ミ
セ
ン

化
す
る
場
合
で
も
、
施
設
設

置
条
例
の
設
置
目
的
の
中
に

社
会
教
育
の
推
進
を
明
記
す

る
。
ま
た
、
人
員
配
置
の
充

実
や
予
算
の
確
保
に
よ
っ
て

機
能
を
担
保
す
る
。

教
育
長
生
涯
学
習
都
市
宣

言
を
掲
げ
る
の
も
方
法
。

へ
の
増
設
を
決
め
た
。

質
問
保
存
に
つ
い
て
は
既

存
施
設
や
遊
休
施
設
を
活
用

す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
管
理
面
で
課
題

が
あ
る
が
今
後
検
討
す
る
。

質
問
浜
田
城
資
料
館
と
機

能
が
重
複
し
二
重
投
資
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
機
能
は
異
な
り
二

重
投
資
に
は
な
ら
な
い
。

質
問
郷
土
資
料
館
の
建
て

替
え
は
必
要
だ
が
、
目
的
や

必
要
な
機
能
を
精
査
し
て
、

規
模
や
設
置
場
所
等
を
再
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

地
域
単
位
で
も
話
し
合
い
や

学
び
の
機
会
を
つ
く
り
出
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問
若
い
世
代
の
地
域
リ

ー
ダ
ー
育
成
が
必
要
で
は
？

地
域
政
策
部
長
人
材
育
成

研
修
を
行
っ
て
い
る
が
、
受

講
者
の
年
齢
が
高
い
こ
と
が

課
題
。
若
い
世
代
の
参
加
を

増
や
し
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
を

図
る
。

質
問
人
材
育
成
の
た
め
に

優
秀
な
指
導
者
を
迎
え
入
れ

て
は
ど
う
か
？

市
長
優
秀
な
人
材
が
い
れ

ば
積
極
的
に
迎
え
入
れ
る
。

三み

浦う
ら

大ひ
ろ

紀き

西に
し

川か
わ

真し
ん

午ご

沖お
き

田た

真し
ん

治じ

ビ
ジ
ョ
ン
が
伝
わ
る

事
業
づ
く
り
を

歴
史
文
化
保
存
展
示
施
設

整
備
方
針
の
再
検
討
を
！

未
来
に
つ
な
が
る

は
ま
だ
の
ま
ち
づ
く
り

手狭な浜田郷土資料館の収蔵庫
建て替えの必要性は理解できるが…

総合振興計画に示されている
「浜田市の将来像」

まちづくり委員会主催
住民もちつき大会の様子

個 人 一 般 質 問
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▼
政
策
策
定
過
程
に
つ
い
て

質
問
女
性
の
意
見
は
市
の

政
策
策
定
で
必
要
だ
と
考
え

る
。
審
議
会
や
協
議
会
等
で

も
よ
り
多
く
の
女
性
が
参
画

す
る
た
め
に
、
津
和
野
町
の

よ
う
に
会
員
を
公
募
す
る

「
女
性
会
議
」
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
？

地
域
政
策
部
長
市
の
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
対
策
の
た

め
に
も
、
女
性
や
若
い
人
の

意
見
を
聞
き
対
話
を
す
る
場

は
必
要
だ
と
感
じ
る
。
女
性

会
議
に
つ
い
て
は
検
討
す

る
。

▼�

乳
幼
児
の
保
育
と
教
育
に

つ
い
て

質
問
保
育
園
に
お
い
て
配

慮
が
必
要
な
子
ど
も
の
増
加

に
伴
い
、
保
育
士
の
負
担
が

増
え
て
い
る
と
聞
く
。
療
育

手
帳
が
な
い
子
ど
も
へ
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

健
康
福
祉
部
長
療
育
手
帳

が
な
い
子
ど
も
へ
の
保
育
士

質
問
日
本
経
済
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大
阪
万
博

が
終
わ
っ
た
後
及
び
今
般
の

新
型
肺
炎
に
よ
っ
て
大
き
く

落
ち
込
む
可
能
性
を
経
済
の

専
門
家
が
指
摘
し
て
い
る
。

浜
田
市
の
10
年
先
の
財
政
運

営
を
危
惧
す
る
が
？

総
務
部
長

10
年
後
は
、
予

算
規
模
は
縮
小
す
る
が
黒
字

を
見
込
ん
で
い
る
。
そ
の
後

は
、
学
校
建
設
や
大
型
事
業

の
地
方
債
償
還
が
始
ま
り
財

政
運
営
の
逼ひ

っ

迫ぱ
く

が
見
込
ま
れ
、

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
が
必

要
と
な
る
。

質
問

浜
田
市
の
核
と
な
る

「
お
魚
セ
ン
タ
ー
」
復
活
を

目
指
し
、
施
設
の
大
改
修
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
絶
対

に
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
と
考

え
る
が
市
の
覚
悟
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
浜
田
市
と

し
て
、「
浜
田
漁
港
エ
リ
ア

の
活
性
化
」
を
産
業
経
済
部

の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置

質
問

合
併
15
年
経
過
し
、

人
口
減
少
と
経
済
流
出
で
地

域
は
疲
弊
の
一
途
。
過
疎
法

に
頼
る
部
分
も
あ
る
が
、
20

年
後
を
視
野
に
浜
田
市
が
少

し
で
も
自
立
す
る
た
め
、
若

い
世
代
の
た
め
に
す
べ
き
こ

と
は
何
な
の
か
問
う
。

市
長
若
者
の
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
働
く

場
の
確
保
、
子
育
て
、
教
育

な
ど
多
様
な
分
野
で
若
者
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
。
ま
た
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
制

定
と
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
化
を
目
指
す
。

質
問
商
工
業
も
小
規
模
で

高
齢
化
、
事
業
承
継
問
題
で

廃
業
も
加
速
。
若
い
市
民
の

潜
在
力
を
引
き
出
し
、
外
部

の
優
秀
人
材
を
活
用
す
る
施

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

産
業
経
済
部
長
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
た

事
業
承
継
の
推
進
で
は
、

の
加
配
は
な
い
が
、
そ
う
い

っ
た
支
援
に
な
れ
ば
と
、
私

立
保
育
所
運
営
費
助
成
を
行

っ
て
い
る
。

質
問
全
て
の
子
ど
も
た
ち

が
心
豊
か
に
育
つ
た
め
に
、

乳
幼
児
期
の
発
達
に
必
要
な

五
感
を
使
い
、
主
体
性
や
自

己
肯
定
感
が
高
ま
る
「
自
然

保
育
」
を
取
入
れ
て
は
ど
う

か
？

健
康
福
祉
部
長
今
で
も
豊

か
な
自
然
の
中
で
の
保
育
を

し
て
い
る
が
、「
自
然
保
育
」

に
つ
い
て
研
究
を
し
、
今
後

検
討
を
し
て
い
く
。

付
け
、
関
係
者
の
方
々
と
一

体
と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
く
。

質
問
歴
史
資
料
館
新
設
へ

の
市
民
説
明
会
は
、
賛
成
あ

り
き
の
人
た
ち
を
中
心
に
開

か
れ
て
お
り
、
も
っ
と
幅
広

く
若
い
人
や
子
育
て
世
代
の

市
民
を
集
め
て
の
説
明
会
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
？

教
育
部
長
若
い
人
や
子
育

て
世
代
の
市
民
参
加
が
少
な

い
理
由
は
、
地
域
協
議
会
の

方
た
ち
か
ら
の
説
明
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
視
聴
し
、

理
解
を
得
ら
れ
た
上
で
の
も

の
と
考
え
て
い
る
。

「
後
継
者
等
人
材
育
成
支
援

事
業
」
に
取
組
ん
で
い
る
。

質
問
20
年
先
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
い
た
商
店
街
の
日
常
的

な
に
ぎ
わ
い
創
出
施
策
と
し

て
「
商
店
街
大
改
革
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
関
連
団
体
と
連

携
し
て
取
組
む
考
え
は
。

産
業
経
済
部
長
商
店
街
大

改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
変

興
味
あ
る
提
案
、
地
元
商
店

街
や
住
民
、
関
係
機
関
の
意

見
も
聞
き
研
究
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

市
民
が
支
え
合
う
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

村む
ら 

武た
け 

ま
ゆ
み

道み
ち

下し
た

文ふ
み

男お

西に
し

田た

清き
よ

久ひ
さ

女
性
の
意
見
を

施
策
に
反
映
す
る
仕
組
み
を
！

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
が

必
要
だ
！

２
０
４
０
年
の
浜
田
市
を
想
像
し
た

ま
ち
づ
く
り
を存続要望の多いサン･ビレッジ

浜田アイススケート場

津和野町女性会議の様子

若者の意見を！

個 人 一 般 質 問



QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。
11 令和２年５月号

質
問
県
の
観
光
戦
略
「
美

肌
県
し
ま
ね
」
市
の
戦
略
と

し
て
、
美
又
温
泉
の
美
肌
効

果
を
生
か
し
、
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
の
治
療
と
し
て
湯
治

（
温
泊
）
す
る
宿
泊
助
成
や
、

温
泉
施
設
の
魅
力
の
一
つ
で

も
あ
る
美
肌
食
の
メ
ニ
ュ
ー

開
発
も
取
組
む
べ
き
だ
。

金
城
支
所
長
療
養
温
泉
と

し
て
宿
泊
プ
ラ
ン
を
検
討
し
、

食
を
通
じ
た
誘
客
に
も
県
、

市
、
温
泉
事
業
者
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
取
組
ん
で
い
く
。

質
問
市
が
新
た
に
創
設
す

る
蓄
電
池
設
置
補
助
の
対
象

や
、
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

市
民
生
活
部
長
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
家
庭
が
対
象

で
、
一
件
あ
た
り
10
万
円
を

上
限
と
し
、
市
内
業
者
が
施

工
し
た
も
の
に
限
る
。　

質
問
相
続
放
棄
さ
れ
て
い

る
山
林
が
多
数
あ
る
が
、
荒

廃
や
担
い
手
不
足
に
悩
む
自

治
体
を
支
援
す
る
森
林
経
営

質
問
施
政
方
針
で
は
多
く

の
計
画
を
示
さ
れ
て
い
る
が
、

実
施
で
は
違
う
方
向
へ
行
く

よ
う
に
感
じ
る
。
市
長
は
浜

田
市
を
ど
こ
へ
導
こ
う
と
す

る
の
か
。
浜
田
市
の
将
来
を

ど
う
俯
瞰
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長
大
き
な
課
題
は
「
人

口
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
経
済

活
動
の
縮
小
」
と
考
え
る
。

20
年
後
、「
人
口
減
少
社
会
」

と
な
っ
た
時
、
若
者
は
も
ち

ろ
ん
、
高
齢
者
、
女
性
が
活

躍
し
、
住
ん
で
い
る
人
々
が

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
う
ま

ち
に
し
た
い
。
総
合
振
興
計

画
を
掲
げ
、
元
気
な
浜
田
づ

く
り
に
取
組
む
。

質
問
総
合
振
興
計
画
に
お

け
る
総
合
戦
略
を
ど
の
よ
う

に
生
か
す
の
か
。

地
域
政
策
部
長

市
の
最
上

位
計
画
で
あ
る
総
合
振
興
計

画
か
ら
人
口
減
少
問
題
に
関

す
る
事
業
を
抽
出
し
、
施
策

を
重
点
的
に
展
開
す
る
こ
と

質
問
歴
史
文
化
保
存
展
示

施
設
の
整
備
方
針
に
対
す
る

市
民
評
価
に
つ
い
て
の
市
長

の
判
断
を
問
う
。

市
長
昨
年
９
月
の
歴
史
資

料
館
検
討
会
か
ら
の
「
大
半

の
委
員
が
整
備
に
賛
成
だ
が

建
設
費
・
運
営
費
は
圧
縮
す

べ
き
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

今
回
、
整
備
方
針
を
策
定
し
、

市
民
に
は
説
明
会
を
通
じ
て

概
ね
理
解
を
い
た
だ
い
た
と

判
断
し
た
。

質
問

３
年
前
と
今
回
と
の

新
施
設
の
位
置
付
け
の
違
い

及
び
位
置
付
け
を
変
え
た
理

由
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
部
長

３
年
前
は
全
市

の
資
料
を
新
施
設
に
集
約
す

る
考
え
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、

市
内
６
施
設
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
過
程
で
、
各
自
治
区

の
資
料
は
支
所
で
見
て
い
た

だ
き
、
金
城
の
２
施
設
は
存

続
、
他
の
３
施
設
は
当
面
、

保
管
施
設
と
し
て
利
用
し
、

管
理
制
度
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
森
林
所
有

者
が
管
理
で
き
な
く
な
っ
た

森
林
を
市
町
村
が
仲
介
役
に

な
り
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る

林
業
経
営
者
に
つ
な
ぐ
制
度
。

質
問
木
材
利
用
を
図
る
上

で
、
乾
燥
機
で
木
材
を
ス
ト

ッ
ク
が
で
き
る
使
い
や
す
い

仕
組
み
は
で
き
て
い
る
が
、

安
定
供
給
す
る
取
組
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
事
業
者
と

連
携
し
需
要
に
応
じ
た
納
材

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
市
産
材
の
安
定
供
給
を

図
る
。

と
な
る
。

質
問
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
何
を
与
え
、
そ
し
て

何
を
望
む
の
か
。

教
育
長
「
ふ
る
さ
と
郷
育
」

「
は
ま
だ
っ
子
共
育
」
事
業

を
通
じ
て
、
地
域
の
良
さ
を

知
り
、
体
験
し
、
課
題
を
考

え
る
こ
と
に
よ
り
一
員
と
し

て
の
自
覚
や
育
成
を
図
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
が
子
ど
も

た
ち
の
将
来
に
お
い
て
、
浜

田
市
で
働
き
た
い
、
住
み
た

い
、
い
つ
か
は
浜
田
市
へ
帰

り
た
い
、
貢
献
し
た
い
と
思

う
気
持
ち
を
期
待
す
る
。

老
朽
化
が
著
し
く
狭
い
浜
田

郷
土
資
料
館
に
つ
い
て
は
、

中
核
的
施
設
と
し
て
建
て
替

え
る
方
針
と
し
た
。

質
問
合
併
後
、
新
た
に
建

設
す
る
施
設
は
、
全
市
一
体

的
な
位
置
付
け
の
施
設
で
な

い
と
い
け
な
い
と
考
え
る
が
、

こ
れ
で
は
単
に
浜
田
郷
土
資

料
館
の
建
て
替
え
に
過
ぎ
な

い
で
は
な
い
か
。

市
長
新
施
設
は
浜
田
自
治

区
の
資
料
だ
け
を
展
示
す
る

考
え
で
は
な
く
、
全
市
の
資

料
や
案
内
機
能
も
整
備
す
る

考
え
で
あ
る
。

布ふ

施せ

賢け
ん

司じ

川か
わ

上か
み

幾い
く

雄お

西に
し

村む
ら

　 

健け
ん

地
域
の
山
林
所
有
者
に

お
金
が
戻
る
仕
組
が
必
要
だ

市
長
は
浜
田
市
を

ど
こ
へ
導
こ
う
と
す
る
の
か

新
資
料
館
、
な
ぜ
全
市
一
体
的
な

施
設
に
し
な
い世界こども美術館に併設予定の

歴史文化展示保存施設

森林経営管理制度

この子らに夢を抱かせよう！

個 人 一 般 質 問



QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。
12令和２年５月号

質
問
日
本
遺
産
や
歴
史
文

化
に
よ
る
活
性
化
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
拡
大
防
止
で
、
北
前

船
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
中
止
と
な

っ
た
が
、
国
内
外
へ
発
信
強

化
し
、
観
光
施
策
と
連
携
し

地
方
創
生
に
つ
な
げ
る
。

質
問
浜
田
市
か
ら
偉
大
な

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト

を
３
名
輩
出
し
て
い
る
。
記

念
館
を
作
る
べ
き
と
思
う
が

問
う
。

教
育
長
福
井
誠
氏
は
室
内

プ
ー
ル
と
原
井
小
で
、
竹
本

正
男
氏
は
県
立
体
育
館
、
上

迫
忠
夫
氏
は
郷
土
資
料
館
で

常
時
展
示
し
て
い
る
。
今
年

は
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
あ
わ
せ
、
企
画
展
示
で

の
紹
介
等
を
検
討
す
る
。

質
問
廃
業
や
閉
店
が
加
速

し
て
い
る
。
振
興
策
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
開
業
企
業

数
は
目
標
を
上
回
っ
て
い
る
。

質
問
み
ど
り
の
窓
口
廃
止

の
影
響
を
問
う
。

地
域
政
策
部
長
少
し
混
乱

が
予
想
さ
れ
る
が
、
大
き
な

影
響
は
な
い
と
思
う
。

質
問
障
が
い
者
の
方
へ
の

影
響
を
問
う
。

地
域
政
策
部
長
職
員
が
対

応
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
経
済
界
へ
の
影
響
は
。

地
域
政
策
部
長
業
界
は
影

響
が
あ
り
、
対
応
策
を
要
望
。

質
問
こ
れ
ま
で
数
十
億
円

Ｊ
Ｒ
支
援
を
し
て
き
た
が
、

市
長
・
議
長
・
会
頭
一
緒
に

抗
議
す
べ
き
と
思
う
が
。

市
長
再
度
申
し
入
れ
す
る
。

質
問
櫟
田
原
バ
ス
路
線
廃

止
は
と
ん
で
も
な
い
が
問
う
。

地
域
政
策
部
長
地
域
に
不

可
欠
な
路
線
で
、
通
学
・
通

院
に
大
打
撃
で
あ
る
。

質
問
で
は
ど
う
す
る
の
か
。

地
域
政
策
部
長
存
続
・
継

続
を
要
望
し
て
い
る
が
、
廃

止
な
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
デ

質
問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
化
で
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
、
自
主
防
災
組
織

の
組
織
化
な
ど
ど
う
進
め
る

の
か
。

地
域
政
策
部
長
公
民
館
の

人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
の
設
立
支
援
に
つ
な
げ
た

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
人
員
、
予
算
を
充
実
し

た
い
。

質
問
会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
改
善
の
適
用
職
場
、

財
政
支
援
な
ど
、
ど
う
す
る

の
か
。

総
務
部
長
行
政
機
関
に
準

じ
た
団
体
は
２
年
度
か
ら
、

そ
の
他
の
団
体
は
３
年
度
以

降
対
応
し
、
物
件
費
、
補
助

費
な
ど
各
５
千
万
円
を
計
上

す
る
。

質
問
高
校
の
魅
力
化
の
た

め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
て
い
る
が
、
成
果
は

ど
う
か
。

新
商
品
開
発
や
創
業
・
起
業

へ
の
支
援
、
事
業
承
継
の
推

進
へ
取
組
ん
で
い
る
。

質
問
商
店
街
な
ど
の
空
き

店
舗
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

産
業
経
済
部
長
空
き
店
舗

対
策
事
業
が
活
用
で
き
る
。

地
域
や
商
店
街
か
ら
の
意
見

や
提
案
を
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
立
地
適
正
化
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
問
う
。

都
市
建
設
部
長
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
を
具
体
的
に
示
す

計
画
だ
。
来
年
度
か
ら
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
見

直
し
、
方
向
性
を
検
討
す
る
。

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
で

移
動
手
段
の
確
保
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。

教
育
長
30
年
に
県
立
高
等

学
校
支
援
連
絡
協
議
会
を
設

立
し
た
が
、
３
高
校
と
も
募

集
定
員
を
下
回
っ
て
お
り
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上

げ
高
校
の
魅
力
化
に
取
組
み

た
い
。

質
問
美
川
地
区
か
ら
小
中

一
貫
校
に
つ
い
て
、
熱
望
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

教
育
長
学
校
統
合
計
画
審

議
会
か
ら
答
申
が
あ
り
、
地

域
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
学
校
統
合
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
た
い
。

野の

藤ふ
じ

　 

薫か
お
る

牛う
し

尾お

　 

昭あ
き
ら

芦あ
し

谷た
に

英ひ
で

夫お

歴
史
・
文
化
の
遺
産
を

地
域
活
性
化
の
切
り
札
に

Ｊ
Ｒ
西
日
本
・
石
見
交
通
よ

市
民
の
悲
鳴
を
聞
け

地
域
の
元
気
づ
く
り
に

学
校
を
中
心
に
据
え
よ給食の食材さかなの話を聞く

三隅小児童（１月21日）

浜田出身メダリスト展

どうなる　みどりの窓口減便する石見交通

個 人 一 般 質 問



QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。
13 令和２年５月号

質
問
定
住
対
策
基
金
（
公

金
）
を
使
っ
て
Ｊ
Ａ
弥
栄
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
改
修
費
の

３
分
の
２
を
補
助
す
る
の
か
。

弥
栄
支
所
長
施
設
全
体
の

老
朽
化
と
法
改
正
に
対
応
す

る
た
め
の
支
援
。

質
問
新
聞
報
道
に
よ
る
と

全
体
の
工
事
費
が
４
２
０
０

万
円
で
、
Ｊ
Ａ
が
１
５
０
０

万
円
を
負
担
し
、
残
額
を
公

金
で
負
担
す
る
の
か
？

弥
栄
支
所
長
弥
栄
自
治
区

唯
一
の
給
油
所
改
修
工
事
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
に
お
け
る
石
油
製
品
の
安

定
供
給
を
維
持
・
確
保
す
る

た
め
で
あ
る
。

質
問
市
町
村
設
置
型
の
合

併
浄
化
槽
の
考
え
方
で
、
現

行
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
２
１
０

０
万
円
の
赤
字
で
あ
る
が
、

解
消
で
き
な
い
の
か
。

都
市
建
設
部
長
合
併
浄
化

槽
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て

は
維
持
管
費
に
対
し
て
、
使

質
問
民
間
路
線
バ
ス
の
廃

止
及
び
減
便
で
、
地
域
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

地
域
政
策
部
長
関
係
課
を

通
じ
て
影
響
調
査
を
実
施

し
、
あ
わ
せ
て
、
沿
線
住
民

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
利

用
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
、

地
域
へ
の
影
響
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。

質
問
廃
止
路
線
の
代
替
案

に
つ
い
て
問
う
。

地
域
政
策
部
長
各
地
域
の

利
用
状
況
の
調
査
中
で
、
路

線
ご
と
の
具
体
的
な
代
替
案

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
調
査

結
果
を
基
に
作
成
す
る
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
に
お
け

る
小
・
中
学
校
へ
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
、
地
域
の
実
情

や
意
向
を
踏
ま
え
た
市
予
約

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問
５
年
間
で
10
億
円
を

活
用
す
る
、
ま
ち
づ
く
り
振

興
基
金
の
対
象
事
業
の
調
整

質
問
令
和
元
年
度
の
浜
田

市
の
出
生
数
は
３
４
０
人
前

後
で
危
機
的
状
況
だ
と
考
え

る
。
高
校
３
年
ま
で
医
療
費

助
成
拡
充
な
ど
、
新
た
な
積

極
的
な
人
口
減
少
対
策
、
子

育
て
支
援
策
が
必
要
で
は
？

市
長
様
々
な
支
援
を
し
て

き
た
が
、
出
生
数
が
激
減
し
、

危
機
的
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
再
度
ど
の
よ
う

な
支
援
が
で
き
る
の
か
考
え

て
い
き
た
い
。

用
料
収
入
は
、
44
％
で
あ
り
、

収
入
の
確
保
と
経
営
の
効
率

化
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
秘
境
奥
島
根
弥
栄
米

の
現
状
を
問
う
。

弥
栄
支
所
長
弥
栄
自
治
区

に
お
い
て
は
、
農
地
を
守
り
、

地
域
を
守
る
こ
と
を
目
的
に

取
組
を
進
め
て
い
る
。
平
成

28
年
度
に
同
米
を
ブ
ラ
ン
ド

化
し
、
作
付
面
積
は
、
当
初

20
㌶
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

４
・
98
㌶
で
あ
っ
た
。
全
国

的
に
、
ブ
ラ
ン
ド
米
競
争
の

激
化
が
進
み
、
さ
ら
に
推
進

す
る
。

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

地
域
政
策
部
長
中
山
間
地

域
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
会
議
で
要
望
を
取
り
ま
と

め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
地
域

振
興
基
金
を
活
用
し
て
き
た

事
業
に
つ
い
て
、
中
山
間
地

域
全
体
の
課
題
解
決
の
た
め

に
有
効
な
事
業
か
ど
う
か
検

討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

〇
消
防
団
の
充
実
強
化
に
つ

い
て

質
問

令
和
元
年
、
浜
田
漁

港
の
水
揚
量（
１
万
２
５
６
３

㌧
）、
水
揚
金
額
（
42
億
９
５

０
０
万
円
）
と
も
に
過
去
最

低
だ
っ
た
が
、
今
後
の
支
援

策
は
？

市
長
水
揚
量
が
多
い
漁
船

漁
業
者
を
増
や
さ
な
い
と
い

け
な
い
。
地
元
の
人
材
育
成

が
必
要
で
思
い
き
っ
た
政
策

を
考
え
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
陸

上
養
殖
実
現
に
向
け
て
ア
ク

セ
ル
を
踏
ん
で
い
き
た
い
。

田た

畑は
た

敬け
い

二じ

永な
が

見み

利と
し

久ひ
さ

笹さ
さ

田だ

　 

卓た
く

公
金
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を

改
修
す
る
の
か
？

路
線
バ
ス
廃
止
・
減
便

交
通
手
段
の
確
保
対
策
は

危
機
感
を
持
つ
べ
き
！

出
生
数
は
３
４
０
人
前
後
！

廃止・減便予定の路線バス

浜田漁港で水揚げされた水ダコ

可愛い浜田っ子を増やしたい

公金で改修予定の
ガソリンスタンド

個 人 一 般 質 問



14令和２年５月号

質
問
上
が
り
続
け
る
介
護

保
険
料
が
浜
田
圏
域
で
循
環

せ
ず
、
他
地
域
に
流
出
し
て

い
る
と
思
う
が
、
他
市
町
村

施
設
へ
の
流
出
人
数
と
金
額

を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長
昨
年
５
月

の
実
績
は
１
５
０
人
。
そ
れ

に
係
る
費
用
は
お
よ
そ
月

６
千
万
円
。
主
な
理
由
は
市

内
施
設
に
空
き
が
な
い
、
医

療
対
応
が
必
要
で
受
け
入
れ

に
く
い
な
ど
。

質
問
年
間
７
億
２
千
万
円

も
の
流
失
、
国
民
の
４
人
に

１
人
が
75
才
以
上
の
超
高
齢

化
時
代
へ
あ
と
５
年
、
今
後

ま
す
ま
す
そ
の
度
合
い
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
？

健
康
福
祉
部
長
退
院
時
支

援
と
医
療
機
関
や
介
護
施
設

と
情
報
共
有
を
図
り
、
解
消

に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
。

質
問

商
店
が
閉
じ
ら
れ
、

高
齢
者
の
頼
り
は
見
守
り
を

兼
ね
た
移
動
販
売
車
だ
が
、

今
後
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

地
域
政
策
部
長
多
方
面
で

の
事
業
効
果
が
期
待
で
き
、

事
業
の
継
続
と
、
地
域
の
実

情
、
要
望
や
参
入
事
業
者
の

意
向
を
踏
ま
え
て
エ
リ
ア
の

拡
充
支
援
に
も
取
組
む
。

質
問
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

作
物
被
害
で
営
農
意
欲
は
減

退
し
て
い
る
。
狩
猟
者
と
住

民
が
連
携
し
効
率
よ
く
捕
獲

し
被
害
を
減
ら
し
、
地
域
資

源
と
し
て
の
活
用
は
？

産
業
経
済
部
長
狩
猟
者
や

加
工
処
理
施
設
と
連
携
し
な

が
ら
体
制
整
備
を
進
め
る
。

上う
え

野の

　 

茂し
げ
る

介
護
保
険
料
、
浜
田
圏
域
で

循
環
し
て
い
る
の
か
？イノシシを地域資源として活用化

松原小学校６年生が本会議を傍聴しました

松原小学校の６年生が、社会科見学で２月27日の本会議（個人一般質問）を傍聴しました。

聞き慣れない言葉もあったと思いますが、やりとりに耳を傾け、内容を書き留めていました。

傍聴後は、川神議長より議会の仕組みについて説明があり、児童から多くの質問がありました。

児
童
の
感
想
を

児
童
の
感
想
を

紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す

初めて市議会の様子を見

て、 話の内容が難しかっ

たです。 でも、 真剣に議

論されていることは分かりま

した。

質問をしている時、 話が

時間内に終わるようにして

すごいと思いました。

浜田市の色々なことが、 こ

の場所で決まっているのだと

分かりました。

QRコードを読み取ると、各議員の質問の動画が視聴できます。

個 人 一 般 質 問



15 令和２年５月号

議員定数等に関する市民アンケートのお願い

議員定数を議論する上で市民のみなさんに知っていただきたいこと

〈参考〉
①浜田市の類似団体及び隣接市の状況について

②浜田市議会の議員定数の推移

浜田市議会では、次期一般選挙（令和3年10月）に向け、議員定数のあり方について検討しています。
市民のみなさんのご意見を参考にするためのアンケートに、是非ともご協力をお願いします。

▼類似団体の一覧表（※ここでいう類似団体とは、人口５万人以上６万人未満かつ産業構造が類似している自治体のこと。）

平成17年は36人（合併直後は旧市町村ごとの選挙区あり）、平成21年から28人（選挙区廃止により全市一区）、平成25年から24人（定
数見直し）。

平成30年12月31日時点

本号に挟んでいるアンケート用紙で回答の場合
①最寄りの公民館（分館は除く）へ設置の
　回収箱へ投函
②浜田市役所本庁舎（１階）または
　各支所設置の回収箱へ投函
③ファックス　22-6765　議会事務局へ送信
④お知り合いの浜田市議会議員へ提出

インターネットから回答の場合
下のQRコードを読み込むか、浜田市ホーム
ページのアンケートページから回答の場合

浜田市ホームページ

くらしの情報

しまね電子申請サービス

⃝議会に必要な議員数の考え方
　①議会の監視機能の重要性…�地方分権改革により首長の方針が施策に反映しやすくなり、議会の監

視機能も重要性を増してきている。
　②多様性・専門性の確保…�多様で専門的な視点から政策の適否を判断したり、政策提言に結びつ

けたりする議論が必要である。
　③委員会の審議能力発揮…�浜田市議会には５つの常任委員会と３つの特別委員会があり、各委員

会での審議能力を発揮するためには、一定程度の人数が必要である。

⃝浜田市議会の近年の議会改革の取組
　①議 会 機 能 の 強 化…通年会期制の導入（平成31年４月）
　②議会運営の効率化…タブレット端末によるペーパーレス会議システムの導入（平成31年３月）
　③広報広聴機能の充実…議会だより紙面刷新、議会報告会の開催方法見直し（平成30年度から随時）
　④政策提言機能の強化…政策討論会の実施（令和元年8月）、政策提言書の提出（令和元年度３件）
　⑤情報公開手段の拡充…本会議に加え委員会のインターネット動画配信開始（平成30年２月）

浜田市議会は早稲田大学マニフェスト研究所の議会改革
度調査2018で、全国1,447の地方議会の中で61位でした。

方法

1
方法

2

都道府県名 団体名 議員定数 面積（㎢） 人口（人）
北海道 北広島市 22 119 58,630
北海道 石狩市 22 722 58,345
青森県 むつ市 26 864 57,993
岩手県 滝沢市 20 182 55,288
宮城県 塩竈市 18 17 54,422
宮城県 富谷市 20 49 52,569
埼玉県 日高市 16 47 56,066
埼玉県 白岡市 18 25 52,497
東京都 福生市 19 10 58,243
神奈川県 逗子市 17 17 59,573
石川県 七尾市 18 318 52,940
石川県 野々市市 15 14 52,610
愛知県 長久手市 18 22 58,452
京都府 向日市 20 8 57,563

都道府県名 団体名 議員定数 面積（㎢） 人口（人）
大阪府 高石市 16 11 57,875
大阪府 四條畷市 12 19 55,802
大阪府 大阪狭山市 15 12 58,547
大阪府 阪南市 14 36 54,534
奈良県 桜井市 16 99 57,357
和歌山県 岩出市 16 39 53,908
島根県 浜田市 24 691 54,328
福岡県 小郡市 18 46 59,735
福岡県 古賀市 19 42 59,151
熊本県 荒尾市 18 57 52,822
※類似団体の平均議員定数は18人
▼隣接市の一覧表
島根県 益田市 22 733 46,871
島根県 江津市 16 268 23,664

【アンケート実施期間】５月１日～５月31日



〔議長なんでもメール〕
　議長や市議会に関するご意見・ご要望・ご提言などお気軽にお寄せください。
　浜田市議会ホームページ→議長なんでもメール

議長なんでもメールページ

　

こ
の
春
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
で
、
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延

期
、
縮
小
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
特
に
学
校
の
卒
業
式
や

入
学
式
な
ど
、
人
生
の
節
目
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
影
響
は
、
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
は
寂
し
い
思
い
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
地
域
の
小
中
学
校
の
卒
業

式
も
来
賓
な
し
の
開
催
と
な

り
、
登
校
見
守
り
で
毎
朝
顔
を

合
わ
せ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の

門
出
を
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
て
、
と
て
も
残
念
で
し

た
。
毎
日
が
普
通
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
こ
と
が
、
い
か
に
幸

せ
か
を
実
感
す
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

（
記　

西
川　

真
午
）

【
編
集
委
員
】

委
員
長　

三
浦　

大
紀

副
委
員
長　

西
川　

真
午

委　
　

員　

村
武
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　

川
上　

幾
雄

　
　
　
　
　

小
川　

稔
宏

　
　
　
　
　

野
藤　
　

薫

　
　
　
　
　

笹
田　
　

卓

　
　
　
　
　

芦
谷　

英
夫

　
　
　
　
　

佐
々
木
豊
治

　
　
　
　
　

澁
谷　

幹
雄

★
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
部
あ
た
り
46
・
46
円（
税
込
）で
で
き
て
い
ま
す
。

6月定例会議開催予定
日 月 火 水 木 金 土
6/14 15

開会
議案の提案説明

16
個人一般質問

17
個人一般質問

18
個人一般質問

19
個人一般質問

20

21 22
議案質疑

23
総務文教委員会

24
福祉環境委員会

25
産業建設委員会

26
予算決算委員会
（６月補正）

27

28 29
休会

30
表決
閉会

7/1 2 3 4

定例会議（委員会）では、市民のみなさんの暮らし
にかかわることを審議（審査）しています。
傍聴を希望される方は、本庁舎５階議会事務局まで
お越しください。

表紙について

あ
と
が
き

議会を傍聴
してみませんか！

議会報告会（地域井戸端会）の
延期について

5月11～15日に開催を予定しておりました「議会報告
会（地域井戸端会）」は、新型コロナウイルス感染症
拡大の情勢から、来場者及び関係者の健康面、安全面
を第一に考え、開催を延期することとしました。


